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加
れ
だ
のf
ぁ
る
。^ ;
れ
に
取
づ
て
本
質
蚱
な
.
る<

の
ば
蒈
國
添
經
澈#

に
於
^-
て
普
51
:
で
ぁ'<?
'
'た
そ
ぅ
汝
攀̂

る
协
象
に
對
し
、

計
且
0
乾
微
な
各
概
括
に
對
免 ̂
P

#
で
息
つ
，た;,
0
而
し
て
，
、

mれ
は
其
の
主-た
る
灰
對
者
に
非
ざ
る
更

.
ら
に
新
^
な
る
人
々
に
對
し 

!
で
す
ら
も
貧
般
の
戰
を
_

つ
た
、
の
で
，

.
ぁ
る
。
，裳
は
實
在
の
具
體
的
把
握
を
，要
光
し
た
。
彼
れ
は
心
理
的
集
檲
璧
力
’に
齡
す
る
輝
い 

免
感
俾
を
有
し"て
居
つ
た
。
彼
れ
は
赞
で
れ
歷
史
的
過
，曼
決
定
す
る
國
戾
输
师
蠢
く
洞
篆
し
た

‘の
で
ぁ
る4
彼
れ
の
文
體
漱
幾
. 

分
癖
I

、る
重
截1
、い
も
の
で
ぁ
り
た

9.
'
彼

れ

，
は

斷
D-,
H.
通
俗
：P
I
1.

得
ざ
t

の
、で

ぎ

^
;

而

もV
斯

く-
て

娥

れ

は

新

た

&

る 

，
狐
念
的
だ
式
忆
に
到
達
す
ふ
ま
で
絕
ぇ
-ず
掘
ダ
下
げ
ヤ
行
つ
た
，の

^
‘a
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